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研究成果の概要（和文）：総括班として行う本研究課題は、研究領域全体が円滑に推進するよう

に、領域班会議や異分野融合勉強会を行い、領域内の連携に努めた。関連分野の国際シンポジ

ウムを開催し、研究分野を活性化した。ホームページの公開やニュースレターの発行を通して、

領域で得られた成果や関連する分野の最新情報を、研究者や国民に広く発信した。また、技術

講習会や研究会などの開催を通して、若手研究者の育成を行った。 
 
 
研究成果の概要（英文）：  This study aims to understand the physicochemical filed in the 
cell nucleus ensuring genetic activities for chromosomes. This study has organized group 
meetings and workshops to promote interdisciplinary collaborations within the group. We 
organized an international symposium in related fields, and circulated our understandings 
and opinions through the web page and newsletters. We organized workshops and practical 
courses for students and young researchers. 
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１．研究開始当初の背景 

生命の遺伝情報は DNA 分子に塩基配列と
して記録されている。この DNA という分子
は、他に類を見ない物理化学的な性質を持つ
物質である。化学的には比較的単一な性格を
持ちながら、物理的には細長く、一個のヒト
細胞の中に含まれる DNA の長さは２メート
ルに及ぶ。ヒト一人当たりでは、DNA の長
さは、実に太陽系の半径にも達する。生物が、

このような物質を、どのように空間的に収納
し、遺伝情報として効率よく適時的に発現し、
正確に継承するのか、という疑問は、現代の
生命科学の大きな謎のひとつとなっている。
このような問題に対しては、日本を含めた先
進諸国での関心は高く、欧米でも「染色体構
造」や「細胞核構造」に関する会議が多数開
催されるなど、生命科学の中心命題の一つに
なりつつあった。 
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 領域代表者の平岡は、独自に開発した蛍
光顕微鏡システムを用いて、分裂酵母の染色
体の核内配置を研究し、増殖から生殖（減数
分裂）へ移行する過程で、染色体の核内配置
が劇的に変化することを発見し、その変化が
正常な減数分裂の進行に重要な働きをする
ことを明らかにした。その後、世界の他のグ
ループによって出芽酵母やマウスの減数分
裂でも同様のメカニズムが働いていること
が示された。この発見は、染色体核内配置と
いう空間特性が、一次配列を超えて重要な制
御機能を果たすことを明確に示しており、遺
伝情報の収納・発現・継承を司る「場」の存
在を予感させるものであった。このような背
景のもと、本領域の必要性を着想した。しか
し、このような遺伝情報「場」やその制御シ
ステムの解明については、染色体を形作る
DNA 蛋白質複合体の他に類を見ない物理化
学的な複雑さのために、その実相を掴むこと
は困難であった。本領域の開始当初、ゲノム
プロジェクトよって多くの生物のゲノム塩
基配列の決定が進展したのに加えて、プロテ
オミクスや結晶構造解析などの化学的解析
方法や、１分子イメージングなどの方法、細
胞分化を誘導・制御する技術、複雑な事象を
並行して解析できるコンピュータサイエン
スなど、周辺のさまざまなテクノロジーが発
達してきたことから、この問題に取り組むだ
けの技術的基盤が揃った。 

 
２．研究の目的 
本領域は、生命活動の根底にある、遺伝情

報の収納・発現・継承を支える時空間的な「場」
を形成する分子・構造基盤を理解することを
目指すものである。総括班の活動の目的は、
研究領域全体が円滑に推進され、領域全体と
して最大の成果が得られるように、指導や、
様々な支援活動を行うものである。それらの
活動を通して、多様な専門性（細胞イメージ
ングや、クロマチン工学、１分子イメージン
グ、結晶構造学、プロテオミクス、コンピュー
タシミュレーション、細胞分化制御など）を
もつ研究者が、それぞれの専門性を活かしな
がら独自性の高い研究を行い、かつ他の研究
者へ知識や技術を伝承することにより、真に
有効で機能的な共同研究を展開することがで
きる環境を作る。多様な専門性をもった専門
家を結集させることにより、これまで謎で
あった遺伝情報制御の「場」の実相を研究す
る。得られた成果に関して、領域内外へ情報
を発信する。 
 

３．研究の方法 
 班会議の開催を通して、計画研究や公募研
究の研究者など、領域内の研究者の交流を促
進する。公開シンポジウムの開催、関連分野
の研究会・国際会議の開催を行うことにより、

領域内の研究者が領域内外の研究者と交流
するのを促進すると共に、研究成果を発信す
る。ホームページの開設・公開、ニュースレ
ターの発行を通して、領域内外の研究者へ、
関連する分野の最新情報を提供する。技術講
習会や研究会などの開催を通して、若手研究
者の育成を行う。 
 
４．研究成果 
（１）研究推進：班会議、領域内勉強会の開
催 
 班会議を各年度１回、合計５回開催した。
班会議では、計画研究と公募研究の研究代表
者全員が口頭発表を行い、研究内容や手法に
関して情報交換を行った。総括班員は、計画
研究・公募研究の内容を統括して把握し、総
括班会議で議論を行った上で、研究の方向性
について評価と助言を各班員に対して行っ
た。特に、新規な共同研究や技術革新の芽を
育てることを重視し、班員間の研究サンプル
の提供や技術提供、情報提供をアレンジした。
班会議には担当学術調査官に参加いただき、
助言をいただいた。また、関連分野で傑出し
た実績と経験をもつ研究者による特別講演
を行うことにより、研究領域全体の目標や視
野の強化を図った(第１回班会議で吉川研一
先生、第４回班会議で菅原正先生にそれぞれ
講演をいただいた)。 
 本領域は様々な手法を専門とする研究者
が、様々な生命現象を対象としながら「遺伝
情報場」という共通のコンセプトの理解に取
り組んだ点が特色である。もともと異分野で
あった研究者がゴールを共有し、相乗効果を
発揮できるように、領域内勉強会を３回開催
した。第１回目は、2009年 10 月 20日に「計
測技術」を専門とする班員と、それを活かし
た研究が期待される班員が話題提供をし、共
同研究の可能性などについて議論を行った。
第２回目は、2011年 9月 8日に第１回同様「計
測技術」をテーマに、後期の公募班員を中心
に、議論を行った。第３回目は 2011年 11 月
29 日に「発生」を対象に研究を行っている班
員が話題提供を行い、高次生命現象や疾患の
視点から議論を行った。 
 
（２）成果発信・研究交流：研究会、国際会
議の開催 
 領域内の研究者が領域内外の研究者と交
流するのを促進すると共に、研究成果を発信
することを目的に、研究会・国際会議の開催
を行った。2011年 1月 24-26 日には、国際シ
ンポジウム「International Symposium on 
Physicochemical Field for Genetic 
Activities」を淡路島淡路夢舞台国際会議場
で開催した。11人の海外からの講演者を招待
し、約 120名の参加者を集めて、活発な討論
が行われた。この会議に関する Meeting 



 

 

Reportは Almouzuni博士（フランス・キュリー
研究所）と Hayes 博士（アメリカ・ロチェス
ター大学）の執筆による、国際誌「Nucleus」
2011年 7/8月号に掲載された。 
 国内研究会では、各年度１度ずつ開催され
る「核ダイナミクス研究会」「染色体ワーク
ショップ」を共催し、関連分野の発展に努め
た。また、同じく各年度１度ずつ開催される
「定量生物学の会」を支援し、若手研究者に
よる関連分野の研究をサポートした。 
 
（３）広報・啓蒙：公開シンポジウムの開催、
ホームページの開設・公開、サーキュラーの
発行 
 領域内外の研究者へ、本領域の活動や、関
連する分野の最新情報を提供することを目
的 に 、 領 域 ホ ー ム ペ ー ジ を 公 開 し た
（ http://www.genofield.osaka-u.ac.jp/pf
ga_index.html）。本ホームページでは、計画
研究、公募研究の紹介や、領域の成果の紹介、
各種イベントの紹介などを行っている。また、
年１度、サーキュラーを発行し（計５回）、
関連分野の研究者に配布し、領域の活動・成
果の発信に努めた。 
 また、一般の国民を対象に、領域の成果を
公開するシンポジウム「遺伝情報場：構築を
担う分子のダイナミクスと制御」を 2013年 1
月 11 日に東京ステーションコンファレンス
で開催した。この他、領域での研究成果を新
聞などを通じて日本語でも積極的に発信す
るように班員に周知し、国民への啓蒙に努め
た。 
 
（４）若手研究者の育成：技術講習会や研究
会の開催 
 毎年２回、大学院生を主に対象とする顕微
鏡技術の講習会「細胞生物学ワークショッ
プ」において、本領域総括班の平岡、原口、
木村(宏)ら講師を務め、若手研究者に対する
技術支援を行った。第８回および第９回核ダ
イナミクス研究会において、本領域総括班員
が講師を務める技術講演ワークショップを
開催した。また、毎年一回、定量解析や定量
的モデリングなどについて技術公衆を行う
「定量生物学の会」チュートリアルの開催支
援を行った。本チュートリアルの講演資料は
同会のホームページから誰でも閲覧が可能
であり、関連分野の研究者から高い評価を得
ている。この他、欧州バイオインフォマティ
クス研究所 (EBI) から講師を招き公共デー
タベースに関する講義と、実習を行う EBI 
Roadshowを共催した(2011年９月 12-13日)。 
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